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犬 復 殖 門 条 虫 の 人 体 寄 生 例 追加 
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Additional human cases of Diplogonoporus grandis (Blanchard, 1894) Lühe, 1899 infections 
Yuji SAKAGUCHI and Hisatake NoJIMA (Department of Parasitology, Institute for Tropical 
Medicine, Nagasaki University); Tsuneo TsUTSUMI and Masao NAKATOMI (Department of 
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Abstract: In this paper, three human cases of Diplogonoporus grandis infection were 
recorded as the 56, 57 and 58 cases in Japan. These fragmented strobilae of the tape- 
worm were spontaneously discharged from a 33 years old female and 40 and 38 years old 
males living in Nagasaki Prefecture. After treatment with Kamala (10g), a strobila with 
scolex was expelled from the Ist patient. The shape of the scolex was similar to the 
14th case in Japan (Koga 1938) and the other morphological features were comparable to 
the characteristics of D. grandis, The length of the strobila was 154 cm in the Ist case, 
468 cm in the 2nd and 458 cm in the 3rd one, respectively. The 2nd and 3rd specimens 
obtained lacked the scolex and terminal segment. Detailed morphological study was made 
on the proglottides. The proglottides obtained from the lst and 2nd cases were immature 
and no genital organ was demonstrated by the external observation. However, they were 
identified as the tape-worm belonging to genus, Diplogonoporus by the charasteristically 
short and broad proglottides measuring about 0.57 —0.94 mm in length by 11.5—13.5 mm 
in width, and by the double set of genital rudiments in each proglottid which was recog- 
nized in the horizontal and transverse or sagittal sections. The proglottid obtained from 
the 3rd case was mature and the double set of genital organ could be demonstrated in 
each segment. The proglottid measured was 0.34—0.49 mm in length by 16.0—18.0 mm 
in width. The uterus in each proglottid contained eggs in the transverse or sagittal 


sections. 
Tropical Medicine, 16(1), 27—33, March, 1974 
は 上 め に 報告 し た の が 最初 で ある . その 後 , 今日 まで 主として 
ABES Diplogonoporus grandis (Blanchard, 九州 各 県 , 山陰 地方 及び 静岡 県 等 の 海水 に 接し て いる 
1894) Lühe, 1899 の 我国 に お ける 人 体 寄生 例 は , 飯 地域 か ら 約 55 例 の 寄生 例 が 確認 され て いる . この うち 
Ej, RA (1894) が 長崎 の 1 男子 か ら 得 た 躍 体 を 記載 , KJ 30 例 は 1960 年 以降 に 報告 され た も の で , その な か 
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CA AEREO ME ATA ORARIO SAMI 
が 多い , 

著者 ら (1972) は 先 に 長崎 県 在住 の 成人 男子 か ら 自 
然 排出 され た 未熟 な 大 複 殆 門 条 虫 寄生 の 3 例 を 報告 し 
た が , 最近 更に 3 条 の 虫 体 を 得 た の で , それ ぞ れ の 貝 
体 の 特徴 を 記載 し , 同 県 に お ける 追加 症例 と し て 報告 
する . 


症 例 の 記 載 


症例 1 
患者 : BOBO, w, 33%, 主婦 
現住 所 : 長崎 市 三方 町 
住所 歴 : 21 歳 まで 佐賀 県 山 和 町 に 居住 し その後 現 
住所 に 転居 , 現在 に 至る . 
主诉 : 腹痛 , 下痢 
现 病 历 : 昭和 47 年 1 月 初旬 より 約 2 週間 原因 不明 の 
下痢 が 続い た が , その まま 放 思 し た . 1 月 26 日 排便 し 
た 時 , 細長 いひ も 状 の も の を 一 緒 に 排出 し た の で 驚い 
て 某 医院 で 受診 , カマ ラ 109 を 投与 され 数 十 cm の 貝 体 
を 排出 し た . 
既往 歴 : 特記 すべ きも の な し . 
現 症 : や や 肥満 し て いる 他 は 著 変 な し . 
検査 成績 
血液 所 見 : 白血球 6,400, ヘマ トク リッ ト 値 45, 
好 酸 球 2 75 
肝 机 能 : 正常 範囲 
嗜好 食物 : 魚類 の 刺身 
症例 2 
患者 : MOMO, 5, 405%, 造船 所 職員 
現住 所 : 長崎 市 西 立 神町 
住所 歴 : 出生 以来 現住 所 に 居住 する . 
主訴 : 腹痛 
现 病历 : 昭和 47 年 4 月 1 日 より 軽度 の 上 腹部 痛 が あ 
っ た . 4 月 3 日 飲酒 し た と ころ 軟便 と な り , 翌朝 の 排 
便 時 に 虫 体 を 自然 排出 した. 
既往 歴 : 12 年 前 に 狗 虫 症 
現 症 : 著 変 な し 
検査 成績 
血液 所 見 : 赤血球 数 434 万 , 白血球 数 5,600, へ 
マト クリ ッ ト 値 45, 血色 素 量 85.5 
(ザー リー), FER A , 網状 赤血球 
16%, EFRR 13.2 万 
肝 機 能 : 正常 範囲 
検便 : REB (一), 潜血 反応 (一 2 
嗜好 食物 : 刺身 


症例 3 
患者 : 川 〇 英 〇 , 男 , 38k, MA 
現住 所 : 長崎 市 岩瀬 道 町 d 
住所 歴 : 18 歳 まで 長崎 市 堪 浜 町 , 19~22 歳 : 自衛 隊 
(大 村 市 , 横須賀 市 ), 23-257 : 長崎 市 塩浜 町 , 26 一 
31 歳 , 兵庫 県 , その 後 現住 所 に 転居 し 現在 に 至る . 
主訴 : LAR, PAR 
现 病历 : 昭和 47 年 4 月 9 日 より 水 様 下 疾 が つづ き , 
4 月 18 日 排便 と 同時 に 一 条 の 虫 体 を 排出 した. 翌 19 日 
精査 の 為 , 長崎 病院 に 入院 し た . 
既往 歴 : 昭和 37 年 交通 事故 
現 症 : 著 変 な し . 
検査 成績 
血液 所 見 : 赤面 球 数 425 万 , 白血球 数 6,600, へ 
マト クリ ッ ト 値 42, 血色 素 量 91.525 
(ゲー リー), 好 酸 球 13.022, 網状 赤 
血球 22%, 栓 芽 球 26.45. 
肝 機 能 : 正常 範囲 
検便 : 虫 卵 (一 ), 潜血 反応 (一 ) 
嗜好 食物 : 刺身 


虫 体 の 観察 所 見 


第 1 例 

得 ら れ た 虫 体 は 全長 154 cm 最 大 巾 部 13.5 mm 
で その 前 端 に は 長 さ 0.927 mm, Mm 0.849 mm DE 
酸 毅 形 を し た 頭 節 を 備え て いる . 又 頸 部 は 頭 端 より 
0.2 mm の と ころ で 由 0.57 mm と な る . 末端 部 の 
Käik% a 0.57—0.73 mm x 12.0—13.5 mm で 
横 に 広く 分 節 化 が み ら れ る . FOR ZRII C 
0.73—1.12 mm で ある . 生殖 器 は 肉眼 で は 確認 で き 
人 

2 組 の 生殖 器 が 観察 され る . その 間隔 は 体 貼 の 約 多 
PE. 

BEAT, 表層 に 3 — 5 条 の 比較 的 深い 終 
MEDIDAS. HEREZ 4.54—6.81 4 で その 
内 側 に 角 皮 下層 , 更に その 内 部 に 厚 さ 88-158 p O 
縦走 筋 層 及 び 20-70 kp の 横 走 筋 層 が 認め られ る . HB 
質 層 は 厚 さ 193-473 p T, その 中 に 僅か で は ある が 
編 畠 形 の 卵黄 腺 細 胞 が 認め られ る . MADE 311 129 
—225 p で 大 き さ 34—80x23—48 y DEPT 
並ん で いる の が 観察 され る . その 数 は 横断 切片 標本 で 
平均 73 個 が 算 え られ る . VENTRE x53 89x48 
の 神経 幹 と 円 形 の 排 洪 管 が 認め られ る . 

矢 状 断 切 標本 で は , 西洋 梨子 状 で 大 き さ が 324 x 189 
“DEL, その 後に 114x96 DERE 


され る . 又 子 宮 は 3 て 6 旋回 し , BENI Pa 
いい 。 

第 2 例 

得 ら れ た 虫 体 の 長 さ は 463cm, RAM 12.0mm 
で 頭 侵 と 頸 部 を 欠き , COMBO AE. X 
片 節 の 厚 さ は 横断 切片 で 0.64—0.87 mm を 示す . É 
端 部 の 片 節 は 大 き さ 0.69~0.94 x11.5~12.0 mm で 
長き に 比 し 巾 が 広い . EMA COMER STE o 
が , 全体 染色 標本 で は 明らか に 2 組 の 生 妊 器 が 認め ら 
れる . その 間隔 は 体 由 の 約 t prod. 

横断 切片 標本 で は 表層 に 3 ~~ 5 条 の 縦 鍼 溝 が か み ら れ 
る . HEBO 311 1.142.27 » "C, その 内 側 に 角 
皮下 細胞 層 が あり , 更に その 内 部 に 厚 さ S8—176 u 
の 縦走 筋 層 及び 1525 x の 横 走 筋 層 が み ら れ る . HE 
質 層 は 厚 さ 166—333 で その 中 に 少数 の 卵黄 腺 細胞 
が 認め られ る . SE ROJA SG 114—154 p で , 大 
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ささ 3284 x 2566 u の 回 丸 が 一 列 に 並ん で いる の 
が 観察 され る . その 数 は 横断 切片 標本 で 平均 74 個 で 
bb. 更に 大 き さ 73-59 y の 神経 幹 と ほぼ 円 形 の 排 
浴 窟 が 認め られ る . 

矢 状 断 切 刻 で は 西洋 梨子 状 で , 大 き さ が 263x219 
の 陰茎 窒 と その 後部 に 123x71 ヶ の 貯 精 埋 が みみ ら 
れる . 子宮 は 3 で 6 旋回 し , その 中 に 虫 卵 は 認め られ 
な い , 

第 3 例 

得 ら れ た 虫 体 は 頭 節 及 び 頸 部 を 欠く が , その 長き は 
458 cm, 最 大 由 部 18.0 mm を 示し , 全体 が 淡 黄 視 
色 を 呈し て いる . AÑOS CIRIA OIEA o 
P5. 婦 片 節 の 厚 さ は 横断 切片 標本 で 0.894 一 1.192 
mm を 示す . 末端 部 の 片 節 は 大 き さ 0.34—0.49 x 
16.0—18.0 mm で 長 さ に 比 し 店 が 広い . 生殖 器 性 一 
た 節 に 2 MARRECA A LTAT h HRE 


Table 1. Morphological data of specimens 
No, 1 No, 2 No, 3 
Body 
length 154 cm 468 cm 458 cm 
maximum width 13.5 mm 12.0 mm 18.0 mm 
Head 
length 0.93 mm = e 
width 0.85 mm — ES 
Segment 
length 0.70—0.73 mm 0.70—0.94 mm 0.34 —0.49 mm 
width 12.0—13.5 mm 11.5—12.0 mm 16.0—18.0 mm 
thickness 0.73—1.12 mm 0.64—0.87 mm 0.89—1.19 mm 
Cirrus-sac 
length 324 u 263 y 394 y 
width 189 y 219 y 175 & 
Vesicula seminalis 
length 114 y 123 & 114 y 
width 96 y 70 p 96 u 


Arrangement of testis 
Diameter of testis 


No. of testis in 


Single layer 


34 —80x23—48 u 


transverse section av. 13 
No. of uterine loops 3—6 
Thickness of muscle layer 

longitudinal 88 — 185 u 

transverse 20-70 po 
Diameter of nerve trunk 89x 48 u 
Thickness of 

cortiba] parenchyma 193 —473 u 


medullary parenchyma 


129—225 y 


Single layer 


32—84 x25—06 y 


Single layer 
44—96 x34— 79 u 


av. 74 av. 91 
3—6 Branching 
88 — 176 p 127—215 x 
15—25 u 38—68 y 
73x59 p 66X41 y 
166—333 p 263—551 gp 


114—154 4 


136 — 234 p 
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誰 出 来る . その 間隔 は 体 由 の 約 3 位 で ある , 

横断 切片 で は 角 皮 上 層 は 1.36—2.27 p を 示し その 内 
側 に 角 皮 下層 , 更に その 内 部 に 厚 さ 127—215 y oW 
走 筋 層 及 び 38—68 x の 横 走 筋 層 が 観察 され る . BUR 
BOB 311 263-55lu "CE OD HUC UBI Ze LIBE 
Alo) 多数 認め られ る . MERO EX 136— 
234 で な か に は 大 き さ 44-96x34-79 u 0883,25 
一 列 に 並ん で いる の が 観察 され る . その 数 は 横断 切片 
標本 で 平均 91 個 を 示す . 子宮 は 和樹 枝 状 に 分 岐 し , そ 
の 中 に は 大 き さ が 60.0-62.5x45.0-47.5 y DEBE 
を 充満 し て いる . 又 大 き さ 66x41 の 神経 幹 と ほぼ 
円 形 の 排 港 管 が 認め られ る 。. 

矢 状 断 切 標本 で は 大 き さ 394x175 4 OBER L Z 
の 後部 に 114x96 u of Sd» xq. 


考 察 


我国 に お ける D. grandis の 人 体 寄生 例 は 今日 まで 
約 55 例 が 報告 され て いる が , その 殆 ん どの 症例 で 自然 


排出 され た 貝 体 が その 寄生 に 気付 く 発 端 と な っ て いる . 


今回 著者 ら が 長崎 県 在住 の 成人 か ら 得 た 3 個体 の 条 
虫 に お いて も 最初 に 自然 排出 し た 体 節 を 患者 自身 が 同 
定 の た め 持 参 し た も の で ある . その 後 症例 1, 症例 2 
及び 症例 3 の 患者 に は それ ぞ れ カマ ラ に よる 駆虫 を 試 
みた が , その うち も 症例 1 の 患者 の み で 頭 節 を 有する 虫 
体 を 排出 し た . 

得 ら れ た 頭 侵 は 大 き さ , 概 形 と も に 古賀 (1938) の 
それ と 類似 し 頸 部 の 発達 も 著しい . 父 虫 体 の 長 さ は 夫 
& 154 cm, 468 cm で , その うち 第 1 例 と 第 2 例 の 
標本 は 挫 眼 で は 殆 ん ど 生 殆 器 を 確認 出来 な い 未 熟 貝 体 
で ある . 片 節 の 染色 標本 及び 各種 切片 標本 に よる 精査 
で よう や く D. grandis と 同定 され た . 一 方 第 3 例 の 
貝 体 で は 各 体 節 2 OEA Cd) RARA OB 
斑 吉 と し て 認め られ る 成就 体 節 で ある . 片 節 は いずれ 
も 長 さ より 巾 が 広く , 末端 部 で は それ ぞ れ 最大 巾 13.5 


mm, 12.0 mm 及び 18.0 mm で 分 節 化 が みみ られる. 


更に 内 部 構造 の 所 見 と し て 第 1 例 と 第 2 例 で は 3 て 6 
旋回 する 2 組 の 子宮 と 若干 の 卵黄 腺 細胞 , 器質 内 に は 


X 


É 神経 幹 及 び 排 湯 管 が み ら れ る が , BENERE 
EDREADAMTDA. これ に 比 し 第 3 例 で は 子宮 の 
発育 が よく , その 中 に は 小 蓋 を 有する 多数 の 貝 卵 を 蔵 
し て いる . RENCIA ORE S O DECR 
細胞 , MELIA ER LEADAIR STA. 

森下 (196 わ , 加茂 (1969) ら は これ まで D. grandis 
と 同定 され て いる 標本 の な か に は か な り 外 見 の 異な る 
も の が 含ま れ て いる こと を 指摘 し て いる . 

今回 著者 ら が 得 た 3 個体 の 虫 体 を みる と 第 1 例 及 び 
第 2 例 と 第 3 例 の 虫 体 と の 間 に は 発育 の 差 こ そ あ る が , 
その 人 外部 形態 及び 内 部 構造 の 諸 特 徴 か ら , いずれ も 加 
E (1969) に よる D. grandis の 標準 刑 に 属す る も の 
と 考え ん られる. 

沿 感 染 源 こつ いて は これ まで の 報告 と 同様 明か で な 
い が , いずれ も 刺身 を 好 ん で 食し て いる こと が 注目 さ 
na. 


ま と め 


長崎 県 在住 の 3 人 の 成人 男女 か ら 排出 され た 条 虫 3 
個体 を 得 , その 形態 を 観察 し た . ME 1 例 は 入院 後 の 
駆 披 に よっ て 頭 節 が 得 ら れ た 完全 な 貝 体 で , 第 2 例 及 
OE 3 例 は 体 節 の み の 標 本 で ある . 

SRM OUR HR ABICO VOCE ORE AL, 頭 節 
は 古賀 (1938) に 類似 し , FADE V ETA, 
HEB V3 DREI LORA, 末端 部 の 側 縁 は 分 
節 化 が 認め られ る . 又 内 部 構造 の 所 見 と し て は , 第 1 
例 及 び 第 2 例 と も に 一 片 節 に 2 組 の 未熟 な 子宮 と 吾 丸 
を そなえ を , 第 3 例 で は 発達 し た 2 組 の 子宮 内 に 多数 の 
虫 卵 を 蔵 し て いる . 以上 の 所 見 か ら 第 1 例 及び 第 2 例 
は 大 複 殖 門 条 虫 の 未熟 虫 体 , 第 3 例 は その 成熟 体 節 と 
同定 され る . これ は 長崎 県 に お ける 第 12, 第 13 及び 
14 例 で 我国 に お ける 第 56, 57 及び 58 番 目 の 症例 に あ 
た る . 

稿 を 終わ る に あたり 件 指導 , 件 校 関 を いた だ いた 語 
峰 大 助教 授 に 深く 感謝 致し ます . 

論文 の 要旨 は 第 25 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 放 部 大 
会 に お いて 発表 し た . 
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Explanation of figures 


Fig. 1-6. Case No. 1. 

Fig. 1. Whole shape. 

Fig. 2. Scolex, lateral view. (Scale=1mm) 

Fig. 3. Proglottids from the posterior part of strobila. 

Fig. 4. Horizontal section from the posterior part of segment. (Scale=0.5 mm) 

Fig. 5. Portion of a transverse section to show details of the central field. (Scale=0.5mm) 
Fig. 6. Sagittal section passing through the genital pore. (Scale=0.3mm) 


Figs. 7—11. Case No. 2. 


Fig. 7. Whole shape 
Fig. 8. Proglottids from the posterior part of strobila. 
Fig. 9. Horizontal section from the posterior part of segment. (Scale= 0.5 mm) 


Fig. 10. Portion of a transverse section to show detail of the central field. (Scale=0.5 mm) 
Fig. ll. Sagittal section passing through the lateral field (Scale=0.3 mm) 

Figs. 12—16. Case No. 3. 

Fig. 12. Whole shape. 

Fig. 13. Proglottids from the posterior part of strobila. 

Fig. 14. Horizontal section from the posterior part of segment. (Scale=1 mm) 

Fig. 15. Portion of a transverse section to show detail of the central field. (Scale=0.5mm) 
Fig. 16. Sagittal section passing through the genital pore. (Scale=0.5 mm; 
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